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多度津町人事行政の運営等の状況について

　地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５８条の２および多度津町人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例（平成１７年多度津町条例第２号）第４条の規定に基づき、多度津町人事行政の運営等の状況の概
要を公表します。

（注１）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公
務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
を含み、臨時・非常勤職員を除いている。

（注２）（　）内は、再任用短時間勤務職員。
（注３）主な増減理由は、人事異動によるもの。
※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。

　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員
とのバランスなどを考えて決めています。
　多度津町職員の給与も、職種により若干の違いは
ありますが、給与制度は国家公務員の給与制度に準
じて運用しています。給与には基本給である給料の
ほかに、期末・勤勉手当（民間でいうボーナス）、扶
養手当、通勤手当などがあります。退職した場合には、
勤続年数に応じた退職手当が支給されます。
人件費の状況（平成 27 年度、一般会計決算額）

職員給与費の状況（平成 27 年度、一般会計予算額）

職員の初任給（平成 28 年 4 月 1 日現在）
（一般行政職）

職員の平均給料月額、平均年齢（平成 28 年 4 月 1 日現在）

採用試験の実施状況（平成 27 年度）
試験種類

▲

競争試験
試験内容

▲

（一次）筆記試験、（二次）口述試験
区 　分 大卒程度 短大卒程度 高卒程度
職 　種 一般行政職 幼稚園教諭 土木職 消防職

申込者数（人） 27 9 8
採用者数（人） 3 3 1

　職員の任用は、受験成績・勤務成績またはその他
の能力の実証に基づいて行われます（地方公務員法第
１５条）。
　また、この成績主義の原則に基づき、職員の採用は
公開平等の競争試験、あるいは選考により実施してい
ます。
職員の任免状況（平成 27 年度、単位：人）

区分
部門

職員数 対前年
増減数平成 27 年 平成 28 年

一
般
行
政

議　会 2 1 △1
総　務 42 42 0
税　務 13 12 △1
労　働 0 0 0
農　水 9 9 0
商　工 1 1（1） 0（1）
土　木 11（1） 11（0） 0（△1）
民　生 11 11 0
衛　生 16 16 0
小　計 105（1） 103（1） △ 2（0） 

特
別
行
政

教　育 31（3） 31（3） 0（0） 
消　防 34 33 △1（0）
小　計 65（3） 64（3） △1（0） 

公
営
企
業
会
計

病　院 0（1） 0（0） 0（△1）
水　道 8（1） 8（0） 0（△1）
下水道 5 5 0
その他 7 7 0
小　計 20（2） 20（0） 0（△ 2）

合　計 190（6） 187（4） △ 3（△ 2）

職員数（各年 4 月 1 日現在、単位：人）

一般行政職 技能労務職 合計

任
用

採　用 7 7
昇　任 10 10
降　任
転　任

退
職

定　年 7 2 9
勧　奨 2 2
その他 1 1

特別職の報酬等状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

職員の給与に関すること

職員の任免および職員数に関すること
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大学卒 18 万 3,300 円
高校卒 14 万 9,000 円

29 万 8,800 円 39.1 歳

歳出決算（Ａ） 90 億 3,118 万円
  人件費（Ｂ） 14 億 7,169 万円

人件費比率（Ｂ／Ａ） 16.3％

職員数（Ａ） 168 人
給料 5 億 8,514 万円

職員手当 　　7,820 万円
期末勤勉 2 億 1,935 万円
合計（Ｂ） 8 億 8,269 万円

職員一人あたり（Ｂ／Ａ） 　　　525 万円

区　　分 給料月額 期末手当

給
料

町　長 79 万 8,000 円

6 月期 1.50 月分
12 月期 1.60 月分

合 計 3.10 月分

副町長 60 万 3,000 円
教育長 52 万 9,000 円

報
酬

議　長 36 万 9,000 円
副議長 31 万 7,000 円
議　員 30 万 3,000 円
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区分 職　　務 職員数 構成比

6 級 課長・室長・所長・
主幹 16 人 8.6%

5 級 課長補佐・室長補佐・
副主幹 23 人 12.3%

4 級 係長・主査 46 人 24.6%

3 級 主任主事・主任技師・
主事・技師 48 人 25.7%

2 級 主事・技師 33 人 17.6%

1級 主事・技師 21人 11.2％

合　　計 187人 100.0%

期　　末 勤　　勉
6 月期 1.225 月分 0.8   月分
12 月期 1.375 月分 0.8   月分
合　計 2.6　 月分 1.60 月分

　職員には、公務能率の発揮および増進のために、
研修を受ける機会を与えなければならず、地方公共
団体は、研修の目標、研修に関する計画の指針とな
るべき事項、その他の研修に関する基本的な方針を
定めることとされています（地方公務員法第３９条）。

職員の研修（平成 28 年 3 月 31 日現在）
階層別研修

▲

採用・昇任等の際に各階層の職責等を
　果たすための知識や技術を習得する研修・31人
特別研修

▲

希望するものに対し、一般的な教養を高
　め、知識や技術等を習得できる研修・14 人
実施場所

▲

香川県市町職員研修センター、香川県自
　治研修所、香川県庁ほか

　地方公共団体は、職員の保健、元気回復、その他
厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実
施しなければなりません（地方公務員法第４２条）。
　また、共済制度は、職員またはその被扶養者の事
故（病気・負傷・出産・死亡・災害等）に関して、
適切な給付を行うための相互救済を目的とする制度
であり（同法第４３条第１項）、具体的には地方公務
員等共済組合法によって香川県市町村職員共済組合
が制度を運用・実施しています。
　この他、職員は（財）香川県市町村職員互助会に
加入しています。

福利厚生の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
職員の保健等

▲

健康診断等の実施、健康教室の開催、
　健康・栄養相談の実施など　
共済組合

▲

短期給付事業：組合員とその家族の病気・
けが・出産・死亡・休業または災害に対する必要
な給付を行う事業（保健給付、休業給付、災害給
付）、長期給付事業：組合員の退職・障害または
死亡に対して、年金または一時金の給付を行う事
業（退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金）、
福祉事業：組合員とその家族の健康の保持増進事
業、保健施設の運営および組合員の生活の向上、
安定のための事業（保健事業、宿泊事業、貯金事業、
貸付事業）

互助会

▲

公益事業：市町の住民に対する貸出図書購
入費用の一部助成、給付事業：現会員の掛金（50％）
および市町等の負担金（50％）による相互扶助事
業および福利厚生事業、厚生事業：現会員の保険
加入事業等

公務災害補償
　地方公共団体は、職員が公務中あるいは通勤途上で
負傷、疾病、死亡等の災害を受けた場合は、その者ま
たはその者の遺族もしくは被扶養者に対し、損害を補
償する義務を負います（地方公務員法第４５条第１項）。
具体的には地方公務員災害補償法に基づき、専門的機
関として設置された地方公務員災害補償基金によって
補償事務が行われています。
公務災害認定状況（平成 27 年度発生分）

▲

公務災害
０件、通勤災害１件

階
層
別
研
修

・初任者研修
・初任者研修（幼稚園教諭）
・３年目研修
・一般職員研修
・係長級研修
・課長補佐級研修
・課長級研修　ほか

特
別
研
修

・条例の作り方講座
・プレゼンテーションスキルアップ講座
・クレーム対応講座
・自治体会計講座
・事務ミス防止講座
・整理力向上講座
・OJT 研修　ほか

等級別職員数（平成 28 年 4 月 1 日現在）

職員の期末・勤勉手当等（平成 28 年 4 月 1 日現在）

職員の研修に関すること

職員の福祉と利益の保護に関すること

3

4
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款　別 予算現額
（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

町　　　税 27 億 9,102 万円 20 億 2,504 万円 72.6
地方交付税 16 億 9,470 万円 11 億 8,529 万円 69.9
国庫支出金 10 億 5,148 万円 2 億 3,712 万円 22.6
県 支 出 金 6 億 5,224 万円 9,030 万円 13.8
町　　　債 22 億 5,401 万円 0 万円 0.0

その他（自主財源） 9 億 6,180 万円 5 億 3,190 万円 55.3
その他（依存財源） 5 億　371 万円 ２億 7,347 万円 54.3

合　　　計 99 億　896 万円 43 億 4,312 万円 43.8

款　別 予算現額
（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

支出率
（Ｂ／Ａ）％

議　会　費 1 億 1,326 万円 5,981 万円 52.8
総　務　費 11 億 4,018 万円 4 億 8,659 万円 42.7
民　生　費 29 億 6,498 万円 9 億 9,381 万円 33.5
衛　生　費 6 億 5,722 万円 2 億 7,000 万円 41.1

農林水産業費 2 億 4,058 万円 6,617 万円 27.5
商　工　費 9,167 万円 7,303 万円 79.7
土　木　費 19 億　596 万円 3 億　277 万円 15.9
消　防　費 4 億 8,868 万円 1 億 4,478 万円 29.6
教　育　費 13 億 1,259 万円 4 億 9,982 万円 38.1
公　債　費 9 億 3,865 万円 3 億 8,972 万円 41.5
そ　の　他 5,519 万円 2,264 万円 41.0
合　　　計 99 億　896 万円 33 億　914 万円 33.4

●歳　入　

【一般会計】　

【特別会計】　

【公営企業会計】

●歳　出　

　
平
成
28
年
度
上
半
期
（
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多
度
津
町
の
一
般
会
計・

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況
（
歳
入
・
歳
出
執
行
状
況
）
を
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
財
政
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、合
計
額
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
費
を
含
み
ま
す
。

会　計　名 予算現額
（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

支出済額
（Ｃ）

支出率
（Ｃ／Ａ）％

国民健康保険 32 億　 361 万円 13 億　　39 万円 40.6 12 億 9,700 万円 40.5
国民健康保険直営診療所 2,590 万円 632 万円 24.4 1,016 万円 39.2

公 共 下 水 道 9 億 9,465 万円 2 億 4,475 万円 24.6 4 億 1,663 万円 41.9
介護保険事業 22 億 8,685 万円 9 億 3,515 万円 40.9 9 億 1,219 万円 39.9

後期高齢者医療保険 3 億 2,790 万円 1 億 1,508 万円 35.1 1 億　637 万円 32.4

会　計　名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

上水道事業 3 億 9,039 万円 3 億 1,540 万円 154 万円 1 億 4,853 万円

多度津町の財政執行状況（平成２８年度上半期）
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　６月～９月に実施した特定健診を受け忘れていませ
んか？まだ受けられていない方にもう１度ご案内しま
す！自分のため、家族のため、そして将来のために健
診を受けましょう！
　受診希望の方は、１２月１９日（月）までに住民課
へお申込みください。後日、受診券および質問票を送
付します。

１２月１日（木）～１２月２４日（土）
秋山医院・氏家内科医院・ウツミ整形外科医院・加
藤病院・加藤整形外科クリニック・河内病院・くる
みクリニック・桃陵クリニック・三宅医院・三宅病院・
山本医院・高見診療所・佐柳診療所
４０～７４歳　※国保加入者で今年度未受診の方
５００円
※町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除にな

ります。受診前に住民課で受診券を持参の上、申
請してください。

①特定健康診査受診券および質問票②国民健康保険
　被保険者証③健康手帳（お持ちの方）をお持ちくだ
　さい。

　高齢期には、筋肉量や基礎代謝が低下するため、あ
まり食べなくてもいいと思われがちですが実際は、十
分な栄養をとって身体機能の低下を抑制させることが
重要です。

・１日３食、バランスよく食べる
・積極的にカルシウムの摂取を
・脂っこい料理と塩分は
  なるべく控えて

・毎日できるだけ「歩く」習慣を
・生活のなかに運動をとりいれて
・転倒予防に筋トレなどを

＊食べようとしても食欲がなく、食べられない時もあ
ります。そんな時は、食べ物や食べ方を変えたりし
て無理をしないようにしましょう。

＊運動を行うときは無理をせず、ケガのないよう注意
しましょう。

特定健診の未受診者健診を
行います！

生活習慣改善を心がけましょう

住民課　☎ 3 3 - 4 4 8 0

食
事
編

運
動
編

病気を予防するため食生活の
見直しをしましょう

健康生活のために適度な
運動をしましょう

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

の
年
金
額
に
対
し
て
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の
１
、四
分
の
三
免
除

期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、四
分
の
一
免
除
期

間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
で
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免除された年度
追納保険料額

全額免除 四分の三免除 半額免除 四分の一免除
平成 18 年度 15,000 円 11,240 円 7,500 円 3,740 円
平成 19 年度 15,030 円 11,270 円 7,520 円 3,750 円
平成 20 年度 15,140 円 11,360 円 7,570 円 3,780 円
平成 21 年度 15,230 円 11,420 円 7,620 円 3,800 円
平成 22 年度 15,490 円 11,610 円 7,750 円 3,870 円
平成 23 年度 15,280 円 11,450 円 7,640 円 3,810 円
平成 24 年度 15,130 円 11,340 円 7,560 円 3,780 円
平成 25 年度 15,100 円 11,330 円 7,550 円 3,780 円
平成 26 年度 15,250 円 11,440 円 7,620 円 3,810 円
平成 27 年度 15,590 円 11,690 円 7,790 円 3,900 円

保険料免除期間（年度）に対する追納保険料額は以下のとおり

※平成２５年度以前の追納額には一定の加算が行われています。
※追納の順番は、先に免除された期間からです。
※保険料の追納には納付書が必要です。納付書の発行は、住所地を管轄する
　年金事務所へお申込みください。

善通寺年金事務所　☎ 6 2 - 1660
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●利用を希望する保育所へ直接お申し込みください。
　※継続して保育所（園）を利用する方も提出が必要です。
　※定員などの都合で利用ができない場合があります。

●利用申込みに必要な書類（下表１・２）は、福祉保健　
　課および保育所（園）にあります。

　
「
ス
ト
ー
ブ
（
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
ほ

か
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等
を

含
む
）」
に
よ
る
住
宅
火
災
は
毎
年
多
く
発
生
し
、
死
者

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
発
生
原
因
は
、「
可
燃
物
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

す
る
」
場
合
が
最
も
多
く
、
着
火
物
と
し
て
は
、
布
団
や

座
布
団
、
衣
類
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
火

原
因
は
「
電
気
ス
ト
ー
ブ
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
火
災
の
危
険
が
高
い
と
思
う
暖
房
器
具
は
？
」
と
い

う
質
問
に
、
８
割
の
人
が
「
石
油
ス
ト
ー
ブ
」
と
答
え
て

い
る
の
に
対
し
「
電
気
ス
ト
ー
ブ
」
と
答
え
た
人
は
わ

ず
か
１
割
で
し
た
。
手
軽
で
安
全
に
感
じ
る
電
気
ス
ト
ー

ブ
で
す
が
、
適
切
に
使
用
し
な
い
と
、
容
易
に
火
災
が
発

生
す
る
た
め
非
常
に
危
険
で
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
を
正
し
く
使
用
し
、
火
災
の
な
い
町
作
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
法
隆
寺
の
金
堂

が
炎
上
し
、
日
本
最
古
の
壁
画
が
焼
失
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
火
災
・

震
災
等
の
災
害
か
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守

る
た
め
、「
文
化
財
防
火
運
動
」
が
全
国

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
の
大
半
は
、
木
や
竹
材
・
繊
維

と
い
っ
た
素
材
で
造
ら
れ
、
老
朽
化
や
乾

燥
化
に
よ
り
、
火
が
着
き
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
就
寝
時
や
外
出
時
は
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
ま
わ
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
濯
物
を
乾
か
す
た
め
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
布
団
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
給
油
は
必
ず
消
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な
く
そ
う

１
月
26
日
は

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

平成２９年４月からの保育所（園）利用申込を１２月２６日まで受付けます

※詳しくは右の
ＱＲコードか
ら 町 ホ ー ム
ページをご覧
ください。

必　要　書　類 備　　　考
１．支給認定申請書（現況届）　兼　利用申込書 児童１人につき１部
２．保育が必要であることを証する書類
　　（就労証明書、各種手帳の写しや申出書等） 父母それぞれの提出

３．平成 28 年度所得課税証明書（写し可）※新規者のみ H28.1.1 時点、町外に住民票のある方のみ提出
※未申告の方については、税情報が町では分かりませんので、必ず税務課などに申告をお願いします。また配偶者控除・配偶
　者特別控除等で扶養されている方についても、所得状況を確認する必要がありますので、必ず申告をお願いします。

福祉保健課　☎ 3 3 - 4 4 8 8

ス
ト
ー
ブ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

時間額 742円

必ずチェック最低賃金！
～使用者も　労働者も～

香川県最低賃金　平成 28 年 10 月 1 日から
※産業によっては、これとは別に特定最低賃
　金が定められているものがあります。

香川労働局労働基準部賃金室
　 ☎ 0 8 7 - 8 1 1 - 8 9 1 9

●火気を使用する設備や器具は適切に使いましょう。
●文化財の周囲は喫煙などの禁止場所に指定されていま
　すので、焚き火や喫煙などはやめましょう。
●放火されない・させない環境づくりをしましょう。
●災害が発生した時の文化財の搬出や消火などについ  
　て、地域の協力体制づくりを進めましょう。

文
化
財
を
守
る
た
め
に
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生
活
支
援
体
制
整
備
協
議

体
員
が
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
生
活

支
援
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
、「
互
助
」
を
基
本

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

17
名
の
体
員
は
左
の
と
お

り
で
す
。

17名の「生活支援体制整備協議体員」が決定
～愛称「たどつ支え合い笑顔の会」～

新しい民生委員・児童委員、主任児童委員です
任　　期

石
川　
千
代
子

泉　
依
子

礒
﨑　
洋
子

大
山　
扶
美
代

神
原　
ヤ
ス
ヱ

田
中　
信
子

西
谷　
ト
モ
コ

西
原　
隆

西
山　
照
彦

政
本　
近
子

松
岡　
忠

丸
尾　
ま
ゆ
み

三
木　
佳
代

村
井　
丈
子

村
上　
幸
男

芳
本　
美
智
子

渡
邉　
美
喜
子

　
　

 　
五
十
音
順

　民生委員・児童委員は、地域の身近な相談相手です。主任児童委員は、子ども
や子育てに関することを専門に活動しています。委員には守秘義務がありますの
で、生活に困りごとのある方や障がいをお持ちの方、ひとり暮らしでいざという
時に不安な方、子育てに悩みがある方等、お気軽にご相談ください。相談内容に
応じて、適切な関係機関による支援への「つなぎ役」になります。
　お住まい地区の担当委員が分からない方は、福祉保健課（☎ 33-4488）まで
お問合せください。 空欄の地区については決定次第、広報で周知します。

平成28年12月1日

　 　 　    ～

平成31年11月30日

担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名

１区南部 　塩
し お た

田　�
く に こ

子 若葉町 　數
か ず ま

馬　守
もり 天霧 新政

まさもと
本　近

ち か こ
子

１区北部 　三
み よ し

好　和
か ず よ

代 １５区北部 　鎌
か ま だ

田　敏
と し お

男 向井・西村 　大
おおにし

西　久
ひさのり

法
２区南部 １５区中部 新中

な か の
野　文

ふ み こ
子 山階本村 　白

し ら い
井　秀

ひでかず
和

２区北部 　吉
よ し だ

田　茂
しげ

昭
あき １５区南部 新水

み う ら
卜　悦

え つ こ
子 阿庄・兵田・岡 新髙

たかしま
島　登

と き お
喜男

３区・４区 　加
か む ら

村　好
よしはる

晴 １６区 新宮
みやたけ

武　泰
や す こ

子 山階北山 　山
やました

下　雅
ま さ こ

子
５区 　玉

た ま き
城　真

ま き こ
紀子 １７区 新松

まつおか
岡　智

ち え み
惠美 東白方 　栁

やなぎはら
原　道

み ち こ
子

６区南部 　塩
し お た

田　久
く に こ

仁子 １８区 新山
やまもと

本　照
て る み

美 西港町 新中
なかしま

島　育
い く こ

子
６区北部 新森

もりぐち
口　澄

す み こ
子 永井・小塚 新米

よ ね だ
田　�

ひろし
　 西白方西部 新近

こんどう
藤　篤

あ つ こ
子

７区東部 新山
やまなか

中　美
み よ こ

代子 下所 新長
な が の

野　文
ふみかず

一 西白方東部 　森
もり

　操
みさお

７区西部 　藤
ふ じ た

田　恭
きょうこ

子 ２０区東部 　亀
かめやま

山　正
まさのり

則 奥白方南部 　山
や ま じ

地　江
え り こ

利子
８区 　林

はやしくら
倉　明

あ け み
美 ２０区西部 新細

ほそかわ
川　吉

よ し こ
子 奥白方北部 新渡

わたなべ
邊　清

き よ こ
子

９区・１０区 　宮
みやたけ

武　久
ひさし ２０区団地 　島

しまもと
本　里

さ と み
美 見立 　山

やました
下　美

よしのぶ
信

１１区東部 　藤
ふ じ い

井　文
ふ み こ

子 ２１区 新宮
みやざき

﨑　勝
か つ み

美 高見 　地
じ み ち

道　輝
て る お

夫
１１区西部 　千

せ ん だ
田　満

ま す お
壽生 笠屋・修理免 新西

にしおか
岡　喜

き み よ
美代 佐柳本浦 　籔

やぶ
　昌

ま さ こ
子

１２区 中条・八尺 新樋
ひ ぐ ち

口　明
あ き こ

子 佐柳長崎 　松
ま つ だ

田　淳
じゅん

３２区 　明
あ か し

石　進
すすむ 土井畑 新熊

くまがえ
谷　宣

の ぶ こ
子

１３区西部 青木南部 　渡
わたなべ

邊　玉
た ま え

惠 主任児童委員（多度津） 新合
ご う だ

田　智
と も こ

子
１３区中部 青木北部 新森

もり
　惠

け い こ
子 主任児童委員（豊原） 　安

あんどう
藤　文

ふ み こ
子

１３区東部 　喜
き た

田　由
ゆ み こ

美子 三井真天・団地 　吉
よ し だ

田　タカ子
こ 主任児童委員（四箇） 　後

ご と う
藤　廣

ひ ろ み
美

１４区東部 三井東・西 　近
こんどう

藤　喜
き よ こ

代子 主任児童委員（白方） 　田
た な か

中　一
ひ と み

美
幸町・１４区西部 上・小原 新大

おおしま
島　勲

いさお
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■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●
感
謝
の
心
で
地
域
活
動

　
多
度
津
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
協
議
会
　
会
長
　
近
藤
　
喜
代
子

　

町
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
61
名
で
、
４
校
区
別
に
訪
問
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
の
訪
問

活
動
で
心
の
手
本
を
示
し
て
い
た

だ
い
た
事
例
で
、
昨
年
５
月
に
百

歳
で
旅
立
っ
た
女
性
が
い
ま
す
。

「
今
日
は
元
気
に
し
と
っ
た
ん
？
」

と
声
を
掛
け
る
と
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
、「
あ
ー
喜
代
子
さ
ん
な
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
」
と
の
言
葉

が
い
つ
も
返
っ
て
き
ま
す
。
体

調
、
世
間
話
等
し
て
失
礼
す
る
の

で
す
が
、
私
は
何
時
も
心
が
癒
さ

れ
、
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

後
日
、
息
子
さ
ん
よ
り
お
母
様
は

「
誰
に
で
も
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
」
と
言
っ
て
い
た
と
伺
い
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
10
月
20
・
21
日
に
民

生
委
員
全
国
大
会
が
35
年
ぶ
り
に

香
川
県
で
開
催
さ
れ
、
県
外
よ
り

３
，
８
０
０
名
、
県
内
民
生
委
員

と
合
わ
せ
て
４
，
５
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
初
日
は
式
典
、
特

別
講
義
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
夜
に
翌
日
の
活

動
交
流
集
会
の
打
合
せ
を
終
え
た

後
、
高
松
駅
を
20
時
発
の
電
車
に

乗
り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
満
員
。

手
に
重
い
資
料
を
持
っ
て
立
っ
て

い
る
と
、
外
国
の
方
が
席
を
立
ち

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
「
ど
う
ぞ
」
と

席
を
譲
っ
て
く
れ
た
の
で
、
頭
を

下
げ
る
と
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
感
謝
で
す
。
多
度
津
駅
で
私

が
降
り
る
際
に
そ
の
方
に
「
席
を

ど
う
ぞ
」
と
合
図
す
る
と
笑
顔
の

お
返
し
が
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
翌
日
の

交
流
会
も
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
は
３
年
の
任
期
で
一

斉
改
選
が
行
わ
れ
、
12
月
１
日
に

28
名
の
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
を

受
け
ま
す
。
新
任
民
生
委
員
の
訪

問
活
動
開
始
と
な
り
ま
す
。
県
の

新
任
研
修
と
と
も
に
、
前
任
民
生

委
員
か
ら
の
引
き
継
ぎ
が
あ
り
ま

す
が
、
一
人
で
負
担
を
抱
え
込
ま

な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

　

訪
問
活
動
で
話
を
聴
き
、
地
域

の
方
と
関
係
機
関
を
繋
げ
る
事
が

民
生
委
員
の
仕
事
で
す
。
毎
月
第

４
木
曜
日
の
定
例
会
で
、
先
輩
委

員
か
ら
助
言
を
得
て
、
や
り
が
い

や
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

今
後
も
、
笑
顔
と
感
謝
の
心
を

大
切
に
し
、
活
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
平
成
28
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

捨
て
た
ら
ゴ
ミ
は

あ
な
た
を
見
て
い
る
ぞ
！

５
年　
　

山
下　

春
樹

ご
み
拾
い

た
だ
そ
れ
一
つ
で
　
地
球
を
守
れ
る

４
年　
　

渡
邊　

晃
宏

木
を
植
え
て
　
い
っ
し
ょ
に
育
つ

ぼ
く
た
ち
と
緑
の
ま
ち

３
年　
　

仙
波　

黎
人

ぼ
く
た
ち
の
　
み
ら
い
へ
の
こ
そ
う

み
ど
り
の
こ
う
え
ん

１
年　
　

廣
瀬　

心
之
介

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

　
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
善
　
意
（
10
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

・
三
野　

弘
枝　
　
（
西
白
方
）

・
村
井　

浩
展　
　
（
三　

井
）

・
西
澤　

光
博　
　
（
堀　

江
）

・
村
井　

千
鶴
子　
（
東
白
方
）

・
竹
内　

正
治　
　
（
寿　

町
）

多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、
Ｊ

Ａ
あ
ゆ
み
の
会
、
ひ
ま
わ
り
の
会
、

す
い
せ
ん
の
会
、（
社
団
）
多
度

津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
同
好
会
、
多
度
津
町
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
、
多
度
津
地
区

社
協
、
四
箇
地
区
社
協
、
山
崎
生

花
店
、
無
徳
神
神
社
、
葛
原
正
八

幡
神
社
西
獅
子
組
、
東
白
方
獅
子

舞
保
存
会
、
天
神
睦
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
中
津　

栄
吉　
　
（
西
白
方
）

・
三
野　

弘
枝　
　
（
西
白
方
）

・
村
井　

浩
展　
　
（
三　

井
）

・
髙
田　

正　
　
　
（
元　

町
）

・
西
村　

一
夫
秀
天
（
山　

階
）

や
ま
し
な
会
（
幹
事
・
宮
本　

昇
）

えせ同和行為および関連事案が多発しています！
　県内において同和関係者を名乗る者から活動の支援を求める「えせ同和行為」が多発しています。
　えせ同和行為とは、「同和問題はこわい、できれば避けたい」との誤った意識を悪用して、官公
庁や企業等に「ゆすり」や「たかり」等をすることで、同和問題に対する誤った意識を植え付ける
大きな要因となっています。えせ同和行為の横行は同和問題の解決を阻害するものであり、決して
許されるものではありません。安易に妥協せず、毅然とした態度で対応することが重要です。
　万一、えせ同和行為を受けた場合や、質問などがありましたら、福祉保健課までご連絡ください。

福祉保健課　☎ 3 3 - 4 4 8 8

親切・人権
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祭だョ！全員集合 !!　ぽっフェス !? ＋健康フェスタ

瀬戸内国際芸術祭 2016 in 高見島　閉幕

多聞院保育所　運動会 ねんりんピック 2016in たどつ 開催 !!

　10月 23日、町内の各会場において、「ぽっフェス」（多度津フェスティバル
＋きしゃぽっぽまつり）と「健康フェスタ」が合同開催され、賑やかな一日と
なりました。
　普段見ることのできない JRの工場内や獅子舞・よさこいなどの見物に、県内
外から家族連れや鉄道ファンなどが来場し、また、健康フェスタでは、健康チ
ェックや体力測定などを楽しみながら健康への意識を高めていました。

　瀬戸内海の島々を舞台に 3年ぶりの開催となった現代アートの祭典「瀬戸内
国際芸術祭２０１６」が 11月 6日に閉幕し、会場のひとつとなった高見島（秋
会期：10月 8日〜 11月 6日）にも多くの方に来場していただきました。

　普段のゆったり落ち着いた島は一変
し、会期中はフェリーに乗り切れない
ほどの人たちで賑わい、島からの美し
い眺めと、見ごたえのあるアート作品
に魅了されていました。
　また、高見島における瀬戸芸への支
援として多くの寄附をいただき、誠に
ありがとうございました。

　10月 16 日、多度津小学校体育館にて運動会を行い
ました。地域の秋祭りと重なった時期でしたが、たくさ
んの方に応援していただき、子ども達の笑顔が広がっ
た運動会となりました。
　遊戯や親子競技・鼓
笛など披露し、またひ
とつ大きく成長したこ
とでしょう。

　10月 27 日、町民体育館において、高齢者の親睦と
健康維持を目的とした「ねんりんピック」が開催され、
今年は総勢４１５名の皆さんが参加されました。
　参加者たちは玉入れや輪
投げ、ボール運びなど様々
な競技を楽しみ、客席から
は温かい歓声や笑い声が聞
かれました。

件数 28 件

寄附総額 125 万 5 千円

高見島に

２１，０２８
人

が来場！！

まちかどズーム
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内
内
容　

時
日
時　

所
場
所

対
対
象　

定
定
員　

料
料
金

申
申
込
み　
他
そ
の
他　
問
問
合
せ

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
12
月
催
し

●
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ

デ
ュ
オ
２
０
１
６

　

出
演
：
高
口
浩
二
・
石
川
佳
子

時
12
月
11
日
㈰

　

開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

料
前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生　
　

５
０
０
円

　

※
全
席
自
由
・
当
日
３
０
０
円
増

●
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
３
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
発
表
会

時
12
月
17
日
㈯

　

開
場
９
時
30
分 

開
演
10
時
00
分

●
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

時
12
月
18
日
㈰

　

開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

★
文
化
事
業
情
報
★

●
宝
く
じ
文
化
公
演

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
奏
で
る

　

心
に
響
く　

懐
か
し
き
名
曲

時
１
月
21
日
㈯

　

開
場
18
時
00
分

　

開
演
18
時
30
分

料
前
売
券　

一
般
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生
１
，
０
０
０
円

　

※
全
席
指
定
・
当
日
５
０
０
円
増

●
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　「
王
子
と
こ
じ
き
」

時
２
月
18
日
㈯

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

【
多
度
津
地
区
】

●
い
き
い
き
サ
ロ
ン
年
忘
れ
の
会

時
12
月
19
日
㈪
10
時

所
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
白
方
地
区
】

●
高
齢
者
料
理
教
室

時
12
月
４
日
㈰
10
時

所
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

●
陶
芸

時
12
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

所
町
役
場
１
階
・

　

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

●
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

時
12
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

所
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

■
『
ひ
だ
ま
り
』
12
月
講
習

●
笑
い
ヨ
ガ

　

講
師　

寒
川　

宗
子　

氏

時
12
月
13
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

　

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-

４
７
６
０

料
前
売
券　

Ｓ
席
４
，
３
２
０
円

　
　
　
　
　

Ａ
席
３
，
２
４
０
円

　

※
全
席
指
定

問
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ（
町
民
会
館
）

☎
33-

３
３
３
０

■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

●
小
学
生
と
の
世
代
交
流
会

　（
伝
承
遊
び
）

時
12
月
８
日
㈭
９
時
30
分

所
多
度
津
小
学
校

【
四
箇
地
区
】

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

時
12
月
３
日
㈯
９
時

所
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

●
幼
稚
園
と
の
世
代
交
流
事
業

　
①
も
ち
つ
き
大
会

時
12
月
２
日
㈮
９
時
30
分

　
②
学
習
発
表
会

時
12
月
10
日
㈯
９
時
30
分

所
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事
予
定

【
連
合
会
】

●
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

時
12
月
16
日
㈮
10
時

■
湯
楽
里
12
月
行
事
予
定

日

時  

間

内  

容

２
㈮
10
時
30
分
体
い
き
い
き
健
康
体
操

８
㈭

10
時
30
分
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

13
時

健
康
相
談
と
指
圧

９
㈮

9
時
30
分
生
け
花
教
室

13
時

お
誕
生
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
㈪
10
時
30
分
健
康
運
動
教
室

13
㈫
11
時

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

14
㈬

9
時
30
分
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

10
時
30
分
手
編
み
教
室

10
時
30
分
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

15
㈭
10
時
30
分
い
き
い
き
健
康
体
操

16
㈮
10
時
30
分
体
い
き
い
き
健
康
体
操

21
㈬
10
時
30
分
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

22
㈭
10
時
30
分
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

26
㈪
９
時
30
分
生
け
花
教
室

27
㈫
11
時

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

６
日
㈫
・
14
日
㈬
・
20
日
㈫
・

　

26
日
㈪

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

ゲスト：秋川　雅史指揮：家田　厚志

文化教養・スポーツ

文 
化 
教 

養
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■
た
ど
つ
俳
壇
（
第
75
回
）

横
山
　
文
雄
　
選

【
第
一
席
】

七
日
ご
と
曾
孫
ら
も
唱
ふ
正
信
偈

遺
影
の
父
が
ほ
こ
ろ
ん
で
見
ゆ

　
　

庄　
　

大
塚　

眞

〔
評
〕
七
日
ご
と
に
曾
孫
（
亡
き

父
の
）
ら
も
交
え
て
、
一
族
の

方
が
揃
っ
て
遺
影
の
父
上
様

に
「
正
信
偈
」
を
唱
え
て
お
ら

れ
る
ム
ー
ド
が
よ
い
。
そ
し
て
、

そ
の
遺
影
の
父
上
も
よ
ろ
こ
ん

で
お
ら
れ
る
様
に
見
受
け
ら
れ

る
と
い
う
佳
什
で
あ
る
。
そ
の

結
句
の
力
に
驚
嘆
し
た
。

【
第
二
席
】

秋
の
蝶
草
抜
く
わ
が
手
に
ふ
う
は

り
と
落
ち
来
て
ま
な
く
命
絶
え
た
り

　

ま
ん
の
う
町　

高
橋　

ト
ヨ
コ

〔
評
〕
秋
の
蝶
が
、
草
抜
き
を
し

て
い
る
作
者
の
手
に
命
を
託
す

る
様
に
「
ふ
う
は
り
」
と
落
ち

て
来
て
、
や
が
て
命
が
絶
え
た

と
い
う
。
何
か
、
作
者
と
蝶
に

因
縁
を
思
わ
せ
る
不
可
思
議
な

魅
力
あ
る
秀
作
で
あ
る
。

【
第
三
席
】

「
あ
り
が
と
う
」
言
え
ぬ
人
ら
の

出
で
始
め
地
域
を
支
う
力
の
陰
る

　
　
堀
江　
　

三
宅　

法
子

〔
評
〕
鋭
い
社
会
詠
で
、
異
彩
を
放

つ
作
品
で
あ
る
。
感
謝
の
心
を
失

っ
て
い
く
地
域
社
会
の
風
潮
を
嘆

か
れ
て
の
好
作
で
あ
る
。
感
謝
の

み
な
ら
ず
、
挨
拶
す
ら
交
わ
す
こ

と
の
乏
し
い
人
間
関
係
を
慨
嘆
す

る
わ
た
し
も
そ
の
一
人
で
す
。

【
佳
　
作
】

点
滴
の
液
落
ち
る
先
群
あ
か
ね
生

か
さ
れ
て
い
る
を
実
感
す
る

　
　
寿
町　
　

髙
田　

匡

へ
ち
ま
忌
の
茶
会
に
出
会
う
松
山

で
夫
を
送
り
て
二
十
五
年
の
今
日

　
　
家
中　
　

松
本　

多
摩
子

●
次
回
作
品
募
集

　
題
名
「
題
は
自
由
と
す
る
」

申
１
月
16
日
㈪
必
着

ハ
ガ
キ
に
①
作
品
（
未
発
表
を

三
句
ま
で
）
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
番
号
を
記
入
し
、
中
央
公

民
館
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

問
町
立
中
央
公
民
館☎

33-

０
７
６
０

■
第
51
回
観
月
会
入
選
作
品

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】
曽
根　

崇

触
る
る
も
の
掌
に
し
つ
と
り
と
十
三
夜

【
第
二
席
】
田
尾　

勝

秋
雨
に
歓
声
弾
む
体
育
館

【
第
三
席
】
山
田　

信
子

集
ふ
人
寂
し
き
限
り
十
三
夜

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】
新
居　

み
ち
よ

暑
き
夜
の
明
け
て
け
だ
る
き
身
に

仰
ぐ
ほ
わ
り
と
白
く
消
残
る
月
を

【
第
二
席
】
岡
田　

和
子

稲
掛
け
の
父
母
の
か
た
は
ら
影
踏

み
て
姉
と
遊
び
き
十
五
夜
な
り
き

【
第
三
席
】
田
中　

純
子

黄
の
色
の
「
つ
き
あ
か
り
」
と
う

桃
ふ
た
つ
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
購
い

て
お
り

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】
池
田　

奈
緒
子

月
あ
か
り
に
浮
か
ぶ
富
士
山
息
を
の
む

【
第
二
席
】
髙
島　

也
知
子

月
あ
か
り
生
き
る
ん
だ
よ
と
声
が
す
る

【
第
三
席
】
香
川　

美
代
子

満
月
に
丸
さ
を
学
ぶ
心
に
も

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
18
回
中
四
国
少
年
少
女

　
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　（
10
月
15
・
16
日
／
愛
媛
県
）

【
年
少
・
年
中
の
部
　
16
㎏
級
】

　

１
　
位　

藤
原　

芽
生

【
年
長
の
部
　
21
㎏
級
】

　

１
　
位　

小
野　

創
佑

　

３
　
位　

藤
原　

陽
葵

【
小
学
５・６
年
の
部
　
32
㎏
級
】

　

３
　
位　

守
屋　

耕
平

●
第
47
回
香
川
県
空
手
道

選
手
権
大
会

　（
９
月
22
日
／
飯
山
総
合
運
動
公
園
）

【
男
子
団
体
　
形
競
技
】

　
３
位　

香
川 

沙
介
、眞
鍋 

宗
磨
、

　
　
　
　

大
塚 

柊
星

【
成
年
女
子
有
級
の
部
　
形
競
技
】

　
優
勝　

内
田　

瑞
穂

●
平
成
28
年
度
後
期

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦

　

優
　
勝　

四
変
テ
ッ
ク

　

準
優
勝　

町
役
場

　

３
　
位　

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

　高齢者への交通安全啓発と交通事故
防止を目的とした大会が１０月１４
日、高松市で開催され、県内１６チー
ムの中から「四箇地区老人クラブ連合
会」選抜チームの皆さんが、会長賞第
１位を受賞されました。

四箇地区老人クラブ連合会が「第３８回交通安全高齢者自転車大会」で
香川県交通安全協会会長賞第１位を受賞

ス
ポ
ー
ツ

文化教養・スポーツ
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内
内
容　

時
日
時　

所
場
所

対
対
象　

定
定
員　

料
料
金

申
申
込
み　
他
そ
の
他　
問
問
合
せ

■
高
齢
者
叙
勲

　

11
月
１
日
付
で
、
高
齢
者
叙
勲

が
発
令
さ
れ
、
本
町
か
ら
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
単
光
章
】

 

木
谷
　
精
三
　
氏

　

 （
葛
原
／
元
多
度
津
町
消
防
団
分
団
長
）

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
１
月
６
日
㈮
～
16
日
㈪

詳
し
く
は
、
広
報
（
平
成
29

年
１
月
号
）
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
住
民
課

☎
33-

４
４
８
０

■
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
を

　
開
設
し
ま
す

　

日
頃
仕
事
等
の
都
合
で
役
場
に

来
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
12
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　

20
時
ま
で
延
長

所
町
役
場
１
階　

税
務
課

問
税
務
課

☎
33-

１
１
１
８

■
成
人
式
の
案
内

　

新
成
人
の
有
志
が
企
画
・
運
営

す
る
記
念
す
べ
き
式
典
に
、
ご
家

族
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
し
て
い
ま
す
!!

ﾒｰﾙ kyouiku@
town.tadotsu.lg.jp

時
１
月
８
日
㈰
14
時
式
典
開
始

　

※
13
時
受
付
開
始

所
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ（
町
民
会
館
）

問
教
育
課

☎
33-

０
７
０
０

■
年
末
年
始
の

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
交
通
事
故
　
あ
～
ん
ぱ
ん
ち
」

を
テ
ー
マ
に
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
、
あ
ん
ぱ
ん
５
０
０
個
を

配
布
し
ま
す
。

時
12
月
19
日
㈪
10
時

所
道
隆
寺
前
交
差
点

問
多
度
津
交
通
安
全
協
会

☎
32-

０
０
５
６

■
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

　
受
け
た
方
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

労
災
保
険
法
で
は
、
業
務
上
で

死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
補
償
給

付
の
請
求
権
は
５
年
で
時
効
と
な

り
ま
す
が
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
が
原
因
で
業
務
上
死
亡
し
た
と

き
は
、
５
年
以
上
経
過
し
て
い
て

も
石
綿
救
済
法
の
特
例
に
よ
り
平

成
34
年
３
月
27
日
ま
で
特
別
遺
族

給
付
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
２
１

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
木
工
講
座

　「
干
支
の
置
物
を
作
ろ
う
！
」

時
12
月
11
日
㈰
午
前

定
10
人

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　「
年
賀
状
を
作
ろ
う
！
」

時
12
月
17
日
㈯
午
前

定
10
人

●
ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

時
12
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰
※
要
予
約

対
足
の
サ
イ
ズ
が

　
　
　
　

12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

料
８
，
０
０
０
円

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
の
休
館
日

時
12
月
28
日
㈬
～
１
月
４
日
㈬

問
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

■
（
一
財
）
砂
原
児
童
基
金
校
外
教
育

　
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
事
業
奨
学
生
募
集

内
経
済
的
な
理
由
等
で
学
校
外
教

育
（
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
）

を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
供
達
に
、
月
謝
等
を
支

払
う
給
付
型
奨
学
金
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://s-jidoukikin.or.jp

対
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生

申
１
月
20
日
㈮
ま
で

問
（
一
財
）
砂
原
児
童
基
金

　

☎
０
８
７-

８
３
７-

２
２
３
０

■
満
濃
池
森
林
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

内
①
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と

古
楽
器
生
演
奏
会

　

②
剪
定
（
常
緑
・
落
葉
樹
）
と

剪
定
道
具
手
入
れ
教
室 

第２回
「黄金クラブ～65再会～」開催決定!!

　仲間や生きがいを見つけて、これか
らの輝かしい人生を健康に過ごしまし
ょう！
　来年度以降も３月の第１土曜日に毎
年開催します！

 昭和２６年４月２日～
　　　昭和２７年４月１日生まれの方。
　※対象者には個別に案内します。

福祉保健課　☎ 3 3 - 4 4 8 8

 ３月４日（土）
 町民健康センター２階

 集まれ！

65歳！！

お 

知 

ら 

せ

叙勲・お知らせ・募集

募
　
　  

集

叙
　
　  

勲
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時
①
12
月
11
日
㈰
９
時
～
12
時

　

②
12
月
18
日
㈰
９
時
～
12
時

定
①
②
25
人

料
①
８
０
０
円
②
無
料

申
12
月
１
日
㈭
～
８
日
㈭

問
満
濃
池
森
林
公
園
管
理
事
務
所

☎
57-
６
５
２
０

■
年
末
年
始
の
し
尿
・
ご
み
に
つ
い
て

●
し
尿
汲
取
り
の
申
込
み

　

年
末
に
向
け
て
汲
取
り
の
申
込

み
が
集
中
し
ま
す
。

　

年
内
に
汲
取
り
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
12
月
13
日
㈫
ま
で
に
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
14
日
㈬
以
降
に
申
込
み
さ

れ
た
場
合
は
、
１
月
４
日
㈬
以
降

の
汲
取
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
収
集
・
持
込
み

　

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
収
集
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
持
込
み
は
、

　
年
内
：
12
月
27
日
㈫
ま
で

　
年
始
：
１
月
５
日
㈭
か
ら

と
な
り
ま
す
。
持
込
時
間
は
８
時

30
分
か
ら
16
時
ま
で
で
す
。

問
環
境
課

☎
33-

４
４
２
５

●家庭ごみの特別持込日について
　クリントピア丸亀では、次の日程で可燃・不
燃・粗大ごみの受入れをします。

１２月２９日（木）、１２月３０日（金）
　 午前９時～午前１１時、午後１時～午後４時

１０kgあたり１００円
 運転免許証や健康保険証など住所が確認

　 できるものを持参してください。
　 搬入許可証は不要です。（特別持込み日に限り）

※持込む際の注意点
・町で収集出来ないものは、持込めません。

（ごみ収集計画表にて確認して下さい。）
・事業系ごみの持込みは出来ません。
・町指定袋でなく透明な袋でかまいません。
・係員の指示に従い、自分でご

みを降ろして下さい。
・詳しくは、クリントピア丸亀の

ホームページをご覧下さい。

収
集
地
区

年
末
最
後

の
収
集
日

年
始
最
初

の
収
集
日

月
・
木

12
／
29
㈭

１
／
５
㈭

火
・
金

12
／
30
㈮

１
／
６
㈮

12 月のゴミ収集日
【問合せ】環境課　☎ 33 ｰ 4425
資　源 不　燃 粗　大 可燃

1 区～ 4 区・寿町・
桜川団地

7 日

  8 日
22 日   1日

火
・
金

5 区～7 区
  9 日
26 日   5 日県営多度津団地

8 区
（1 月 11日）

9 区
12 日
27 日   6 日

月
・
木

10 区～12 区・
日の出町

14 日
堀江・学園台・北鴨・
幸町・若葉町 13 日   8 日
袖

21日道福寺・桜川東・南鴨・
葛原

  1 日
15 日 13 日

庄・三井・青木（本村・
金道・青木団地）

28 日

  2 日
16 日 15 日 火

・
金青木（北山）・山階   5 日

19 日 20 日

西白方・奥白方・
見立・東白方（本村）

（1 月 11日）

  6 日
20 日 22 日 月

・
木東白方（原戸・城ヶ下）・

西港町
  9 日
26 日   5 日

高　見 9 日・23 日
佐　柳 2 日・9 日・16 日・23 日

※必ず朝の 8 時までにごみを出してください。

お知らせ・募集・叙勲
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

12 月 15 日（木）
　10:30-12:00 ※要予約

町民健康センター２階
☎ 32-8501 ／町社協

人権相談 12 月 20 日（火）
　10:00-15:00

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

行政相談 12 月 20 日（火）
　10:00-15:00

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

交通事故相談 12 月 28 日（水）
　10:00-15:00 ※要予約

福祉センター  
☎ 33-1110 ／総務課

身障者相談 12 月 16 日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎ 32-3063 ／田中公敏

障がい者
生活相談

12 月 22 日（木）
　13:30-16:30

福祉センター
☎ 33-4488 ／福祉保健課

こころの
相談日

12 月 15 日（木）
　午後 1 時 30 分～午後 4 時

福祉保健課（相談室）
☎ 33-4488

12 月   ４日 中 野 小 児 科 （道福寺） ☎ 32-4532

12 月 11 日 善 紀 ク リ ニ ッ ク （西　浜） ☎ 32-7171

12 月 18 日 く る み ク リ ニ ッ ク （北鴨２） ☎ 58-5050

12 月 23 日 桃 陵 ク リ ニ ッ ク （本通２） ☎ 58-5588

12 月 25 日 加 藤 整 形 外 科 （堀江１） ☎ 32-8006

12 月 31 日 ウ ツ ミ 整 形 外 科 （道福寺） ☎ 33-1510

柔道整復　12 月 11 日　藤木接骨院         （ 大通り）　☎ 32-2663

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設
3 日、4 日、10 日、11日、17 日、18 日、23 日、
24 日、25 日、１２月２９日～１月３日

明徳会図書館
5 日、12 日、19 日、23 日、26 日、
１２月２８日～１月４日 

町民会館
6 日、13 日、20 日、27 日、  
１２月２９日～１月３日

温水プール
6 日、13 日、20 日、27 日、
１２月２９日～１月４日

スポーツセンター
5 日、12 日、19 日、26 日、
１２月２９日～１月３日

町立資料館
5 日、12 日、19 日、24 日、26 日、
１２月２９日～１月４日 

※『林求馬邸』の開館日は、12 月 4 日（日）、1 月 1 日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

1 日㈭ 離乳食講習会（平成２８年７～８月生） 9:30-11:30 健セ

2 日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

5 日㈪ 白方地区母子愛育班　「パン作り教室」 9:30-12:00 健セ

6 日㈫ 豊原地区母子愛育班　「料理教室」 9:30-12:00 農婦

7 日㈬ のびのび広場　「ベビーマッサージ」 9:30-12:00 別館

8 日㈭ ３歳児健診（平成２５年５月生） 13:30-14:30 健セ

9 日㈮
生活習慣病予防相談
糖尿病予防教室①　医師の講演

13:30-15:00
13:30-15:00

農婦
健セ

11 日㈰ マタニティ教室　「沐浴実習」 9:30-12:00 健セ

12 日㈪
ヘルスメイト養成講座③
食改会長・副会長会

9:00-13:00
13:00-15:00

健セ
健セ

13 日㈫
１歳６か月児健診

（平成２７年４～５月生）
13:30-14:30 健セ

14 日㈬
乳幼児相談（平成２８年２月生）
のびのび広場

9:00-10:00
9:30-12:00

別館
別館

15 日㈭
白方地区福祉保健推進員研修会
　　「料理教室」

9:30-12:00 白公

16 日㈮
ことばの相談　※要予約
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

9:00-11:00
13:30-15:00
13:30-15:00

別館
福セ
四公

20 日㈫
四箇地区福祉保健推進員研修会
　　「運動」

13:30-15:00 四公

21 日㈬
こども相談　※要予約
乳幼児相談（平成２８年２月生）
のびのび広場　「音楽遊び」

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／農婦＝豊原農村婦人
の家／別館＝別館ピーチ／福セ＝町総合福祉センター／四公＝四箇
地区公民館

◇糖尿病予防教室◇

◇ マタニティ教室 ～親子ですくすく、大きく育て～  ◇

【内容】講演会「糖尿病を悪くしないために必要な事」
　　　 講師  坂出市立病院 糖尿病内科部長  大工原 裕之 氏

【日時】１２月９日（金）１３時３０分～１５時
【場所】町民健康センター２階　多目的ホール
【申込】　 参加希望の方は、事前に保健センターまでお申込み
　　　 ください。今年度、特定健診を受診した結果、糖尿
　　　 病を示す数値が高い人へ個別案内しています。

【内容】赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）
　　　　 妊婦体験も実施します。お父さんやご家族の方も
　　　 是非ご参加ください。

【日時】１２月１１日（日）９時３０分～１２時

■納税・納付
納期限 対象税目 期　別

12 月 27 日㈫
固定資産税

国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

3 期
5 期
6 期

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ 感染防止に努めましょう！！
●インフルエンザ対策

感染症の予防方法

高齢者インフルエンザワクチン予防接種について

■ 慢性腎臓病（CKD）をご存知ですか？

■ 多中生による「朝食メニューコンクール」入賞作品

■ ヘルスメイト通信
【腎機能の低下を防ぐために、食事のポイント】

　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあり、
いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。
予防には、予防接種を受けることが効果的です。ワクチ
ンの効果が出るまでに接種後２週間程度かかりますので、
早めに接種を済ませましょう。

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年１１月頃から発生
件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生のピークになっ
ています。
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理しましょう。
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒しましょう。
③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗いま
しょう。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染すること
があります。）
④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、直
接手で触れないように取り除き、ビニール袋に入れてし
ばって捨てましょう。

　現在、日本のＣＫＤ患者は１，３３０万人といわれ、成
人の８人に１人と推計されています。

　CKD とは、１と２のいずれか、あるいは両方が３か
月以上続く状態をいいます。
１．尿検査や血液検査、画像検査などで腎臓に明らか

な障害が認められる。
２．腎臓のろ過機能（eGFR）が健康な人の６０％未満

に低下。
※eGFRが90であれば腎臓は約90％働いており、50であ
れば約50％しか働いていないことを表します。ご自分の
健診結果を確認しましょう。

　６５歳以上の方と６０歳～６４歳の特定の疾患に該当
する方は、自己負担金１，０００円で予防接種を受けら
れます。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、
事前に免除申請を行えば自己負担金免除になります。

　予診票は町内の医療機関にあります。町外での接種
を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡くだ
さい。予診票を発行します。

　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、食を通し
た、健康づくりのボランティアとして、地域で活動する食
生活改善推進員（ヘルスメイト）の養成講座が１０月１７
日に開講され、今年度は１７名の方が熱心に取り組んでい
ます。
　養成講座は、生活習慣病予防や食育、食品衛生につい
ての講義や調理実習の実技も行い、講座終了後は、地域
住民に対する普及活動や地区講習会や文化祭、家庭訪問
等を行います。
　活動の原点は「お隣さ
んからお向かいさん」その
輪をつなげる役割を、一
人ひとりのヘルスメイトが
担っています。今後、新し
い仲間を迎えて、活動の
輪が広がるよう笑顔で楽し
い活動を目指します。

　食生活改善推進協議会では、「朝ごはん大好き、野菜大
好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり入っ
た自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生から募集
しました。たくさんの応募の中から、優秀作品が決定しま
したのでご紹介します。

【優　秀】
 馬場　結菜さん
 吉田　紗奈江さん
 小野　真菜美さん
 小笠原　崇弘さん

①手洗い
　指の間や手首
なども忘れずに
洗いましょう。

③マスクの着用
　ウイルスを吸い込むことでインフルエ
ンザに感染します。咳エチケットも忘れ
ずに！

②うがい
　外出後は忘
れずに行いま
しょう。

塩分は
1日６ｇ

未満が目安

1 たんぱく質
(魚・肉・卵など )
のとりすぎに注意

2
水分摂取
は適量を

3

12 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ 感染防止に努めましょう！！
●インフルエンザ対策

感染症の予防方法

高齢者インフルエンザワクチン予防接種について

■ 慢性腎臓病（CKD）をご存知ですか？

■ 多中生による「朝食メニューコンクール」入賞作品

■ ヘルスメイト通信
【腎機能の低下を防ぐために、食事のポイント】

　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあり、
いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大します。
予防には、予防接種を受けることが効果的です。ワクチ
ンの効果が出るまでに接種後２週間程度かかりますので、
早めに接種を済ませましょう。

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年１１月頃から発生
件数が増え始め、１２月から翌年１月が発生のピークになっ
ています。
①食品は十分加熱（８５℃で１分以上）し、調理しましょう。
②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒しましょう。
③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗いま
しょう。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染すること
があります。）
④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、直
接手で触れないように取り除き、ビニール袋に入れてし
ばって捨てましょう。

　現在、日本のＣＫＤ患者は１，３３０万人といわれ、成
人の８人に１人と推計されています。

　CKD とは、１と２のいずれか、あるいは両方が３か
月以上続く状態をいいます。
１．尿検査や血液検査、画像検査などで腎臓に明らか

な障害が認められる。
２．腎臓のろ過機能（eGFR）が健康な人の６０％未満

に低下。
※eGFRが90であれば腎臓は約90％働いており、50であ
れば約50％しか働いていないことを表します。ご自分の
健診結果を確認しましょう。

　６５歳以上の方と６０歳～６４歳の特定の疾患に該当
する方は、自己負担金１，０００円で予防接種を受けら
れます。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、
事前に免除申請を行えば自己負担金免除になります。

　予診票は町内の医療機関にあります。町外での接種
を希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡くだ
さい。予診票を発行します。

　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、食を通し
た、健康づくりのボランティアとして、地域で活動する食
生活改善推進員（ヘルスメイト）の養成講座が１０月１７
日に開講され、今年度は１７名の方が熱心に取り組んでい
ます。
　養成講座は、生活習慣病予防や食育、食品衛生につい
ての講義や調理実習の実技も行い、講座終了後は、地域
住民に対する普及活動や地区講習会や文化祭、家庭訪問
等を行います。
　活動の原点は「お隣さ
んからお向かいさん」その
輪をつなげる役割を、一
人ひとりのヘルスメイトが
担っています。今後、新し
い仲間を迎えて、活動の
輪が広がるよう笑顔で楽し
い活動を目指します。

　食生活改善推進協議会では、「朝ごはん大好き、野菜大
好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり入っ
た自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生から募集
しました。たくさんの応募の中から、優秀作品が決定しま
したのでご紹介します。

【優　秀】
 馬場　結菜さん
 吉田　紗奈江さん
 小野　真菜美さん
 小笠原　崇弘さん

①手洗い
　指の間や手首
なども忘れずに
洗いましょう。

③マスクの着用
　ウイルスを吸い込むことでインフルエ
ンザに感染します。咳エチケットも忘れ
ずに！

②うがい
　外出後は忘
れずに行いま
しょう。

塩分は
1日６ｇ

未満が目安

1 たんぱく質
(魚・肉・卵など )
のとりすぎに注意

2
水分摂取
は適量を

3
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町町長公室   ☎33-1115

◎問合せ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

■『私のお薦め』 ～リレー寄稿 第44回～
』木に学べ ～法隆寺・薬師寺の美～『

著／西岡 常一

大浦 泰幸（善通寺市）

町の人口町の人口町の人口
（11月１日現在 常住人口）（11月１日現在 常住人口）（11月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

２３，2 8 7 人
人
人

１１，６７1
１１，６1６
９，6 2 6 世帯

　本を読むということは、体験であり、旅である。この「旅」は、何かを求めようとする人
の姿勢があればいい。
　しかし、人は何故か場所を移動する旅を好み、中でも神社・仏閣を訪れるのを好む。
　この本は、宮大工で法隆寺の大修理や薬師寺の復元をした西岡棟梁がインタビューに答
える形で編集されている。棟梁が語ることは、大工仕事とは何か、それは道具と共にどこ
まで深くなり、木や鉄の特性を生かし、千年の将来に残る仕事となるかの話である。
　話は、棟梁が知り尽くした仕事のことばかりであるが、寺院の建築を通じての文明論・
人生論でもあり、どんな仕事に就こうとしている人にとっても、一生の教えを与えてくれる
本であると思う。
　古寺を訪れる前に一読すれば、これまでと違い、それを作った人々の心・思いを感じる
ことができるかもしれない。また、個人の家の建築についても、示唆を与えてくれる本である。

※国勢調査の確定値発表による数値修正
　のため前月比は非掲載とします。

■12月の行事
★おはなし会ぷらす『ひまわり』
　１2月１0日（土）
　　１４時～１５時

★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　１２月２１日（水）
　　　１４時３０分～１５時

■新着図書のご案内
●『

』
古代国家の誕生と崩壊
　　― その政と歌 ―
著／山縣 千洲

　なぜあれほど多くの血が流れた
のか？
　なぜあれほど多くの優れた歌が
つくられたのか？
　大化の改新から平安遷都まで、新
たな国創りが始まり、いくつもの試練
を経て完成し、やがて停滞し、崩壊
に向かった、およそ百五十年！！

●『
』

語彙力こそが
　　　教養である
著／齋藤　孝

　語彙が豊かになれば、見え
る世界が変わる！！
　語彙とは「教養」そのもの
である。
　しかも、その「教 養」は、
会話の表現力や説明力に直結
し、一瞬にして自分の知的レベ
ルを映し出す。

ピカチュウを折り紙で

　　　　作りましょう（*^_^*）

絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそびなど

をします。
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